
 
令和７年３月 26 日 

 Ｊ Ａ ア ル プ ス 
富山県富山農林振興センター 

 
 今後、晴れた日が続き、北陸地方の向こう 1か月の平均気温は「平年並」か「高

い」と予想されております。天気予報及びほ場の乾き具合を確認して計画的に作業

を行ってください。 

 

１ 苗の追肥 

 ・育苗後半（は種後 45 日経過）に、天候等でほ場の乾きが悪く定植が遅れると予 

想される場合は、苗の活力を維持するため、５日おきに液肥（「野菜の達人」 

500 倍液[水１Ｌに対して肥料２ｇを溶かす]）をかん水代わりに施用する。 

 

２ 目標とする定植時の苗 

 ・定植時の苗は、本葉２枚、草丈 15～20cm を目標とする（図１）。 

 ・苗を外気に慣れさせるため、定植前に順化処理を行う。 

（白ねぎ管理情報 No.１を参照） 

 ・苗が軟弱気味に生育している場合、草丈が 20cm 程度でも葉が垂れてしまうこと 

があり、定植後に葉が地表に接すると、霜害（図２）を受けやすくなる。 

そのため、定植５日前に草丈 12cm 程度になるように剪葉する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 定植前の除草剤の散布 

 ・耕起による除草は土中で雑草が生存し、地表に再発生するので耕起前に必ず

「ラウンドアップマックスロード」（原液 200～500mL/10a を水 50～100L/10a で

希釈）を散布し枯殺する。散布後６時間以内に降雨があると効果が劣るため、

天気予報に注意して散布する。 

 

４ 定植前の排水対策 

 ・地下排水を向上するため、サブソイラ等で、横方向又は斜め方向に、深さ 30～

40cm の弾丸暗渠を２～５ｍ間隔で設置する。 

 ・地表排水を向上するため、スクリューオーガ等で、ほ場周囲に深さ 25cm 以上の 

額縁排水溝を設置する。 

 ・排水溝の水がほ場外に排水されるよう、額縁排水溝は必ず水尻に連結するとと

もに、水尻は深く掘り下げる（図３）。 

 

 

 

 

（裏面に続く） 

白ねぎ管理情報 No.２ 

図１ 目標とする定植時の苗 

 

図２ 霜害を受けたねぎ 

 

子葉（発芽時に出てくる葉） 
本葉１枚目 

本葉２枚目 

（葉長が本葉１枚目と同程度） 
草丈 15～20cm 

 

図３ 水尻との連結と掘り下げ 

 

水尻 



 

５ 定植前の萎凋病対策 

 ・定植直前のかん水を兼ねて、「トリフミン水和剤」200 倍液を１箱当たり１Ｌ潅

注する。 

 

６ 定植時の害虫対策 

 ・植え溝に「ダイアジノン粒剤５」と「アドマイヤ―１粒剤」を施用する。 

 

７ 定植直後の雑草対策 

 ・定植後（10 日後まで）に「ゴーゴーサン乳剤」をほ場全面に散布する。 

 ・散布直後に激しい降雨があると、除草剤の効果低下・ねぎへの薬害が懸念され 

る。そのため、降雨が予想される場合は使用を避け、別の日に散布する。 

 

 

 

 

 

 

８ 排水対策 

 ・降雨による水が植え溝から排水溝までスムーズに流れるよう、植え溝、額縁排

水溝、排水口をそれぞれつなぐ（図４、５）。 

 

 

薬剤名 10a 当たり使用量 使用時期 IRAC コード 

ダイアジノン粒剤５ ４～６kg 播種時又は定植時 １Ｂ 

アドマイヤ―１粒剤 ４kg 定植時 ４Ａ 

薬剤名 
10a 当たり
使用量 

10a 当たり 
散布液量 

使用 
回数 

使用時期 

ゴーゴーサン

乳剤 
200～300mL 100Ｌ 

１回以

内 

定植後（雑草発生前）

（但し、定植 10 日後

まで） 

図４ 植え溝を額縁排水溝へ 

しっかりつなぐ 

図５ 額縁排水溝の連結部を 

しっかりつなぐ 

【問い合わせ先】 

JA アルプス営農部 営農企画課 ＴＥＬ：０７６－４７２－５４８０ 

富山県富山農林振興センター 園芸振興班 担当：金森 ＴＥＬ：０７６－４４４－４５２３ 

 

①農薬の登録確認・飛散防止について 
・農薬散布に当たっては、濃度や対象病害虫など、農薬容器のラベルを必ず確認してください。 

また、周辺の他の作物や住宅に薬剤が飛散しないように十分注意してください。 
②農作業事故防止 
・農業機械での作業時等の作業安全対策を徹底し、農作業事故発生防止に十分努めてください。 


